
「ロジカル・コミュニケーション」  研 修 の 主 な 内 容

１．ロジカル・コミュニケーション
（１）ロジカル・コミュニケーションの重要性

（２）ロジカル・コミュニケーションの概要

２．コミュニケーションの基本
（１）情報伝達とは、伝達効率とは　（２）コミュニケーション実習

３．ロジック（論理）の基本
（１）論理とは、理屈とは　（２）因果関係（結論と理由、主張と根拠）　

（３）論理展開（演繹法・帰納法） （４）網羅性（MECE：モレなく、ダブリなく）

（５）構造化（各種フレームワーク）

４．実習①「上司への報告／顧客への提案」
［報告実習］ ～ロールプレイング

５．実習②「プレゼンテーション」
［プレゼンテーション実習］

６．効果的なプレゼンテーションとは
（１）プレゼンの目的と目指すべき成果　（２）プレゼンテーションの準備

（３）効果的プレゼンテーションのスキル

７．ロジカル・コミュニケーションのまとめ

○大変興味深く参加させて頂きました。ロジカル・コミュニ

ケーション、まず結論から伝えることを実践していきたい

と思います。文章、“要点をまとめ短く”を意識します。

（医療福祉・男性）

○講師の説明が非常に分かりやすく、大変参考になりまし

た。フリートークやグループワーキングをおりまぜながら

の進行も素晴らしかったです。（電気ガス水道業・男性）

○具体的に説明する事がとても多く、理解が深まりました。

今後、仕事に生かしていきます。（飲食業・女性）

○コミュニケーションの基本の「１回では伝わらない４回言

わないと相手には伝わらない」がとても印象に残っていま

す。伝えることの難しさを改めて考えさせられました。ま

た受講したいと思う研修会でした。（医療福祉・男性）

○人に伝えることが苦手に思っていましたが、構造化して考

えることを事前に行い整理していけば、あせらず行動して

行けるんだと思いました。（卸売業・女性）

○研修の内容・講義は解りやすく、実習を通し勉強になりまし

た。文章を論理的にまとめることが弱いため、今日の講義

内容を仕事に活かして行こうと思います。（製造業・男性）

昨年度の受講者の感想から
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庄内産業振興センターから講座・セミナー等のお知らせメールの配信を希望しますか？  （ 希望する ・ 希望しない ・ 登録済）

受講料・テキスト代のお支払方法
どちらかに□をつけてください。

現 金（初回講座の受付時） 銀行振込 受講決定通知と一緒に請求書をお送りします。
銀行振込の場合は手数料をご負担願います。

新型コロナウイルス感染症の拡大防止と受講者の健康・安全を考慮し、以下の方針により研修・セミナーを開催します。

①会場内の備品・設備のアルコール等消毒を徹底します。 ②受講者の座席は間隔を広げて配置します。 ③会場の入口にア

ルコール消毒液を設置します。 ④スタッフはマスクを着用します。受講者の皆様にもマスクの着用をお願いします。 

＊感染症の発生状況によっては、研修・セミナーを中止または延期する場合があります。

新型コロナウイルス

感染症拡大防止等に

関する方針


